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△ 北海道立林業試験場メールマガジン

△△△ ▲
△△△△▲▲▲ 『北の森の達人』

□▲▲▲▲▲
----□----■----================================================Vol.22 第22号

□■□読者の皆様へ□■□

いつも林業試験場メールマガジン『北の森の達人』をお読みいただき、ありがとうござ
います。

平成２２年４月１日に、当場を含めた２２の道立試験研究機関による地方独立行政法人
北海道立総合研究機構が設立されます。
新しい組織の中で、試験研究をより一層進めていきますので、これからも林業試験場を
どうぞよろしくお願いいたします。

北海道立林業試験場メールマガジン『北の森の達人』は、北海道の森林・林業・身近な
みどりに関わる情報を皆様に直接お届けするメールマガジンです。
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********************************************************************************
■刊行物ダイジェスト１ ・・・ 光珠内季報 No.158（2010.2発行）
********************************************************************************
◇チシマザクラの変異個体 －美しき名花たち－
（道東支場 佐藤孝夫）
サクラ類の中でもっとも北地や高地に自生するチシマザクラの花について調べたとこ

ろ，花に特徴のある個体としてこれまで当場で品種登録をした「国後陽紅」を初めとす
る紅花個体が４個体，八重咲き個体が２個体，淡紅色で特徴のある個体が４個体，白花
～微淡紅色の個体が２個体見いだされた。

◇複層林で発生したマイマイガによるトドマツの被害
（森林保護部 小野寺賢介・原 秀穂）
カラマツ－トドマツ二段林において，下木のトドマツがマイマイガの食害を受けた。

食害による推定枯死率は19～36%だった。複層林の累積造成面積は全道で約8,300haに及
んでおり，今後も同様の被害に注意が必要と考えられた。

◇果肉除去がタネの発芽にあたえる影響
（森林環境部 長坂 有）
樹木種子の播種前に通常行なわれる果肉の除去により，発芽にどのような影響が出る

か，5樹種で播種実験を行なった。ウワミズザクラ，コマユミでは果肉の有無による発
芽率の差はみられなかったが，ツリバナでは果肉を除去しないと発芽率が低下した。
また,キタコブシでは果肉を除去しないと発芽が翌々年に遅れ，ニガキでは早い時期に
種子採取した場合には差がなく，果実が完熟したものでは果肉を除去しないと発芽率
が低下した。

＜-刊行物詳細情報-＞
http://www.fri.hro.or.jp/kanko/kiho/kihoh21.htm

********************************************************************************
■刊行物ダイジェスト２ ・・・ 北海道林業試験場研究報告 47号（2010.3発行）
********************************************************************************
◇さし木苗木と実生苗木を植栽したグイマツ雑種F1低密度植栽実証林における幼齢期の成
長と造林コスト （林業経営部 来田和人ほか）
植栽密度が625本/ha，1000本/ha，1333本/haの3段階，苗木がさし木と実生の2種類か

らなるグイマツ雑種F1低密度植栽実証林の5年間の成長と林齢6年までに要した造成・保
育経費を調べ，低コスト林業に対するさし木苗木低密度植栽の有効性を検討した。さし
木苗木の5年生樹高は，実生苗木よりも大きかった。5年生生存率は，実生苗木よりもさ
し木苗木で低かったが，その差は４％で小さかった。6年生までに要した経費は，1000
本/ha以下の低密度植栽では，一般的な植栽密度（1900本/ha）に比べて３～４割少なか
った。また低密度植栽では筋状の下刈りをすることにより，侵入広葉樹の除伐が必要と
なるが，全面の下刈りを繰り返すより，少ない経費で済むことが明らかとなった。



◇2004年18号台風後のSPOT HRV-XS 画像による北海道羊蹄山の森林風倒被害の抽出と抽出
誤差要因の検討 （道南支場 阿部友幸）
北海道羊蹄山を対象に，2004年台風18号襲来後に撮影されたSPOT2号衛星HRV-XSセン

サ画像を用いて森林風倒被害（風倒害）の抽出をおこなった。抽出の基礎となる現地状
況の情報は同時期に撮影された航空写真を用いて取得した。まず標準的に，スペクトル
特性のみに基づきNDVI閾値による一律な抽出を行ったが，様々な誤差要因があることが
判明した。誤差要因とは，急峻な地形に起因する地図座標と衛星画像のズレ，森林種別
の相違，治山ダムなどの人工地物と森林の混合ピクセル，太陽入射方向と斜面方向の関
係の相違，とくに濃い影の存在である。これらのうち可能なものについて，抽出精度を
改善する方策を検討した。
１ 主要な解析に先立ち，HRV-XS画像に対し標高データを用いた精密幾何補正を行った
結果，地形図と精密に重ね合わせることができた。通常の幾何補正に対し，補正量は距
離にして80mにおよぶ場合があった。この過程は，参照データの取得，および様々な被
害抽出の精度改善方法の検討において非常に重要な作業であった。
２ 航空写真にて現地状況を，森林３区分（トドマツ林，カラマツ林，天然生林）を含
む５つの地被区分ごとに，「被害なし」から「壊滅状」被害まで最大６段階の被害程度
区分を判読し，スペクトル特性を調べた。風倒害の抽出に従来よく使われてきたBandR
（赤），およびBandRとBandIR（赤外線）を合成した正規化植生指数NDVIは，風倒害地
を抽出するには必ずしもよい指標とはいえず，森林種別ごとに最適な抽出方法があるこ
とが分かった。しかしながら，様々な森林種別を含む広域画像に対しては，あらかじめ
森林種別を厳密に区分する作業が難しいことを考え合わせると，NDVIを指標とした抽出
を行うことが第一近似として現実的であると考えられた。また大渓谷の影部や，治山ダ
ムのような人工地物と森林の混合ピクセルが誤抽出を引き起こすことが分かった。
３ 羊蹄山山体に刻まれた大渓谷の影が大きな誤抽出を起こすことと同様，影ができな
いまでも太陽光線と斜面方位の関係でNDVI値が変動し誤抽出の可能性が生じることがあ
きらかになった。このため，ピクセル値の地形補正を検討した。影におけるNDVI値はよ
く補正されるなど一定の効果が認められたが，過剰補正の傾向が認められた領域も小さ
くなかった。試行錯誤によって改善できる可能性は残っているが，ピクセル値の地形補
正は一つのテーマとなって研究が進展中であることを考えあわせると，この点からの抽
出精度向上はまだハードルが高いと考えられる。
４ 大渓谷の影の問題については，GISで計算した影領域によるマスキングも検討した。
このことによって，誤抽出の可能性が高い領域をよく除去することができた。森林域に
あり，誤抽出を引き起こすが除去が難しいと考えていた治山ダムのような地物も，GISデ
ータの入手の可能性が残されているので，これによりマスキング領域を作成することで
除去ができるかもしれない。

◇北海道内の小河川における夏期最高水温の推定と河畔林の効果
（企画指導部 長坂晶子ほか）

河畔林による水温上昇抑制効果を定量的に評価するため，道内6地域（全12水系），合
計約70地点で夏期に水温観測を行い，夏期最高水温の推定モデルを作成した。実測水温
を従属変数に，①観測点から上流の河畔林に覆われていない河道区間の長さ（OCL），
②標高で補正した8月の最高気温，③流域面積，④森林に覆われた支流の流入の有無（支
流による冷却効果の有無），⑤地質，をそれぞれ説明変数としてGLM（一般化線型モデ
ル）による解析を行った。その結果①，②，④，⑤を取り入れたモデルが採択された。
推定した夏期最高水温とOCLとの関係を単回帰し，地域ごとの河畔林による水温維持効

果を考察したところ，地質の違いは，OCL=0のときの切片（初期水温値）に反映され，火
山岩・軽石流堆積物流域では，切片値が２℃ほど低いことが示された。一方，河畔林伐
採によって河道がオープンになったときの水温上昇に対する感受性は回帰式の傾きに反
映され，火山岩・軽石流堆積物流域のほうが温度上昇率が大きいことが示された。いず
れのケースでも，森林に覆われた支流が流入した場合，回帰式の傾きが小さくなり，冷
却効果があることが示された。今回の解析結果では，サクラマスの摂餌，成長の停滞を
招く最高水温24℃に達するのは，①支流による冷却効果がない場合：OCL＞4 km以上，
②支流による冷却効果がある場合：OCL＞6 km以上，と算出された。

◇ニセアカシア天然林の成立における実生更新とクローン成長の貢献―北海道美唄市の不
成績造林地での事例― （森林環境部 真坂一彦ほか）
外来種であるニセアカシアの自然発生林の発達過程を検討するため，北海道美唄市に

あるニセアカシア天然林のDNA構造をRAPD（random amplified polymorphic DNA）マーカ
ーを用いて解析した。この林分は，針葉樹人工林が不成績となった後に出現したもので
ある。解析の結果，調査を行ったニセアカシア林には，複数のラメットで構成されるジ
ェネットが少なく，１個のラメットから構成されるジェネットが多く存在していること
が明らかになった。この結果は，個々のラメットはクローン成長で出現したのではなく，
実生由来であることを示唆している。すなわち，ニセアカシア天然林は，必ずしも少数
のパイオニア個体を創設者としたクローンで構成されたものではない場合があることを
示唆している。

◇北海道における膜翅目ハバチ亜目の樹木害虫 I：ナギナタハバチ科，ヒラタハバチ科，
ミフシハバチ科，コンボウハバチ科 (森林保護部 原 秀穂）
北海道に分布する膜翅目ハバチ亜目の樹木害虫であるナギナタハバチ科1種，ヒラタハ

バチ科9種，ミフシハバチ科10種，コンボウハバチ科2種について解説した。ニホンチュ
ウレンジは北海道から今回初めて記録されるが，外来種の可能性は低い。最近道内から
記録されたオオルリコンボウハバチは国内外来種の可能性がある。“ハラグロヒラタハ



バチLyda semiflava MATSUMURA, 1912”の和名をハラアカトウヒヒラタハバチに改称し
た。

＜-刊行物詳細情報-＞
http://www.fri.hro.or.jp/kanko/kenpo/kenpo47.htm

********************************************************************************
■ホームページの紹介 ・・・ アドレスの変更について
********************************************************************************
地方独立行政法人北海道立総合研究機構が設立されることにともない、当場のホームペ

ージのＵＲＬおよびメールアドレスを次のとおり変更いたします。
つきましては、お手数ですが、お気に入り等に登録されているＵＲＬを変更していただ

けますよう、よろしくお願いいたします。
また、当メルマガを携帯アドレスで受信されている方は、新しいメールアドレスを受信

できるように設定の変更をお願いします。

＜-林業試験場のホームページ-＞
http://www.fri.hro.or.jp/

＜-林業試験場のメールアドレス-＞
forestry@hro.or.jp

********************************************************************************
■森とみどりのＱ＆Ａで解決！ ・・・ サクラについて
********************************************************************************
【Ｑ１】チシマザクラを盆栽のように鉢植えにして、咲かせることができるか？
【Ａ１】チシマザクラは５０ｃｍくらいの高さで花を付けるので、鉢植えで咲かせること

ができます。
【Ｑ２】道内でソメイヨシノが生育可能な地域を知りたい。
【Ａ２】南空知以南で生育が可能と思われますが、良好な生育を期待するのであれば、札

幌市内と道南地方と思われます。
【Ｑ３】エゾヤマザクラより遅く咲くサクラは、あるのでしょうか？
【Ａ３】カスミザクラはエゾヤマザクラよりも１週間～１０日間ぐらい遅く咲きます。ま

た、サトザクラ類も１週間以上遅く咲きます。

＜-森とみどりのＱ＆Ａ詳細情報-＞
http:/http://www.fri.hro.or.jp/q&a/search.asp

********************************************************************************
■今日の達人のささやき ・・・ 道東支場 佐藤孝夫
********************************************************************************
サクラが生まれたのはヒマラヤ周辺で、そこから中国方面へ進出し、さらに日本に分布

を広げてきたと言われています。チシマザクラはサクラの仲間ではもっとも北地に分布す
る種類であることから、サクラの類の中でも新しい種類であると言えるかもしれません。
チシマザクラの特徴は、１本１本の個性が強く、樹の形や花の色、花の着き方などが微

妙に異なることです。そのため鑑賞価値の高い個体を選抜することが大切です。また、鉢
植えにしても花を咲かせられることも魅力のひとつです。お部屋の中で桜を観賞すること
も可能なのです。
チシマザクラはまだあまり普及していませんが、今後の活用が大いに期待されている緑

化樹です。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_

■発行・編集
北海道立林業試験場
〒079-0198 北海道美唄市光珠内町東山

■問い合せ
企画指導部森林情報室主査（情報管理）
電子メール wwwadmin@hfri.pref.hokkaido.jp
（４月から forestry@hro.or.jp に変わります）

■記事の取り扱い
北海道立林業試験場メールマガジンに掲載された記事を転載することは
ご遠慮ください。
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